
高強度鋼管杭
JFE-HT570P,JFE-HT590P

[ 建築 ] 製造方法1

スパイラル鋼管

　鋼帯を素材とし、巻きもどされたコイルは成形ロールなどによって、らせ
ん状に成形され、継目部はサブマージアーク溶接法により溶接されます。溶
接された管は所定の長さに切断され、所定の形状に仕上げられます。さらに、
指定された仕様に基づいて附属品が取り付けられ、検査工程を経て出荷さ
れます。

切断内面溶接成形

外面溶接

鋼帯（熱延コイル）

エッジミラー

レベラー

開先加工

コイル継溶接

附属品加工試験・検査

出荷

試験・検査



高強度鋼管杭
JFE-HT570P,JFE-HT590P

[ 建築 ] 製造方法2

電縫鋼管
　鋼帯を素材とし、巻きもどされたコイルは成形ロールによって円筒形に成形され、高周波電気抵抗溶接法で溶接
されます。溶接された管は走行切断機により切断され、矯正ロールにより真円度、真直度が矯正されます。さらに端
面仕上げ、附属品取り付け、検査を経て出荷されます。

鋼帯

高周波
電気抵抗溶接

エッジミーリング

レベラー ケージロールフォーミング
仕上げフォーミング

冷却
サイジング

走間切断

外面ビード除去
試験・検査

端面切削 附属品加工 試験・検査 出　荷
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